
枠内をクリックすると、
カレンダーが表示される
ので、報告日を選択

※印の箇所は入力必須項目

代表番号
（個人の携帯番号等は記載しないように）
（半角数字）

　「肩書、１字空欄、名前」
　の順に入力

　複数の業種を営んでいる場合は、
　主な業種を選択する。

－（ハイフン）の有無は
問わない。
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報告者の業種を選択する。
自社の業務内容がどれに該当するか分からない場合は、
総務省がホームページで公開している「日本標準産業分類」
を参考にする。



枠内をクリックすると、項目が
表示されるので、「市区」等を選択

代表番号
（個人の携帯番号等は入力しないように）
（半角数字）

・分別可能な廃棄物は混合せず分別し処分し、マニフェスト
  も種類ごとに交付すること。

・２種類以上の材質からなる廃棄物について報告を行う場合は、
 「建設混合廃棄物」や「その他混合廃棄物」等を選択する。

・小数点以下の直接入力（半角数字）も可能

・排出量の単位は「トン（t）」を用いること。
排出量を体積（立法メートル）で管理している
場合は、本市がホームページ（京都市情報館内
の「産業廃棄物管理票交付等状況報告書」）で
公開している換算係数を参考に「トン（ｔ）」
に換算すること。

・マニフェストに記載された排出量が、
「ドラム缶１本、一斗缶１個」などの場合で、
積載した廃棄物の体積が推計できる場合は、その
数値に換算係数を掛けて値を算出すること。

直接入力（半角数字）も可能

運搬及び処分受託者の許可証に記載され
ている許可番号の下６桁を入力（半角数字）

運搬先及び処分場所の住所には、
市町村名まで入力（県外の場合は
都道府県名も入力）

処分場所まで自社運搬を行った場合は、
両方の欄に（自社運搬）と入力

　　＋マークをクリックすることで行を追加
　　することができる。（１５種類まで入力可能）

積替保管により複数の運搬業者が運搬を行った場合は、区間ごとの運搬業者に
ついて全て入力する必要がある。
①「運搬受託者の氏名又は名称」欄に、以下 例のとおり入力する。
   例：○○商店（区間委託１）
②行を追加し、区間委託２の内容を、１行目と同様に入力する。
　その際、排出量とマニフェスト交付枚数は0とし、重複しないようにすること。


